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〇ウォーミングアップ 

 周りの人にぶつからないようにドリブルをしながら、指

示を聞いて止まる活動。指示は、「言った場所でボー

ルを触って止まる。」ということ。だるまさんが転んだな

どのゲーム性を取り入れて楽しみながら、ボールの扱

いにも慣れるような活動だった。「ドリブルはボールを

蹴るのではなく、ボールを押す」という言葉が印象的

だった。 

 

〇シュートゲーム 

 ４チームに分かれてのシュート練習。前の人がゴー

ルを決めたら、ボールを設置して次の人へバトンタッ

チする。待っている人の声掛け、応援など、ボールを

触っていない人の対応も考えられていた。 

 

〇ドリブルゲーム 

 １列になったチームメンバーの間を縫って、ジグザ

グにドリブルをしていく。列が足りなくならないように、ド

リブルをする人が自分のところを抜けていったら、列

の後ろにつながっていく。運動量も確保しつつ、チー

ムで協力して取り組めた。ドリブルが上手な人は、利

き足と逆の足でドリブルをするなど、しばりを設けること

など、発展も教えていただいた。  

 

 〇ゲーム 

 最後はチームごとにゲームを行った。審判も飛び入

り参加するなど、楽しむことが重視された活動だっ

た。 

 


